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It is becoming clear that there is a relationship between housing and the health of residents, and that 
the better the housing, the better the health of the residents. However, living in a good house, improving 
the house, and improving the performance of the house is expensive, so it is not easy to do. Therefore, it 
is necessary to provide appropriate incentives in order to encourage people to live in good housing and 
invest in housing improvements. In this study, we calculated the economic benefits of improved living 
conditions in four categories (Individuals, households, cities and countries). As a result, it was suggested 
that improvement of living environment by "Improvement of insulation of windows" would create about 
30,000 to 40,000 [yen/year・person] economic benefits for individuals and about 3 [trillion yen/year] 
economic benefits for Japanese society as a whole. 












注３）。例えば、2018 年におけるイギリスの対 GDP 医療費
は 10.0［%］、アメリカにおいては 16.9［%］、日本にお
いては 11.0［%］と GDP に対して医療費が占める割合は
大きい。更に OECD の予測によると、概ね全ての OECD













































住環境改善に伴う個人の NEB の算出手順を記す（図 1）。 




② 住環境改善前後の疾病 x の発症確率をもとに住環境
改善による疾病 x の改善率（ΔPx）注５）を算出する。 
③ 疾病 x の 1 人当たりの医療費（mx）を算出する。ま




疾病 x の罹患者数（rx）で除することにより、疾病 x
の 1 人当たりの医療費（mx）を算出する。 
④ 疾病 x の 1 人当たりの治療に要する日数（dx）を算





の 1 人当たりの治療に要する日数（dx）を算出する。 
⑤ 住環境改善にり削減され得る医療費を算出する。③





















































Px: 疾病xの発症確率 b0: 定数
































図 1 健康影響予測モデルの開発フロー 
（３） 世帯モデル 
住環境改善に伴う世帯の NEB の算出手順を示す。 
① 2.2 節に記載した住環境改善に伴う個人の NEB の算
出手順を用いて、世帯内の各人の住環境改善に伴う
個人の NEB を算出する。 
② ①で算出した世帯内の各人の NEB の総和を取るこ
とにより、住環境改善に伴う世帯の NEB を算出する。 
（４） 都市モデル 
住環境改善に伴う都市の NEB の算出手順を示す。 
① 2.2 節に記載した住環境改善に伴う個人の NEB の算
出手順を用いて、各都市の各性別、各年齢の住環境














住環境改善に伴う国の NEB の算出手順を示す。 
① 2.4 節に記載した住環境改善に伴う都市の NEB 算出
手順を用いて算出した、各都市の NEB の総和を取る
ことにより、住環境改善に伴う国の NEB を算出する。 
 
３． ケーススタディ 



















表 2 Web 調査の概要 






調査手法 WEB アンケート調査 
調査期間 
2010 年 11 月 
2011 年 2 月 
2012 年 2 月 
最終的な 
有効回答数 
5,325 世帯 9,820 世帯 





















































































図 4 全国の住宅の環境性能の分布 













































































年齢 連続値 0.06 p<0.01 1.06 1.05 1.08 
性別 
女性（ref.男性） 
-0.97 p<0.01 0.38 0.28 0.52 
嗜好品 控える 
（ref. 控えない） 
0.02 n.s. 1.03 0.78 1.37 
食生活の工夫 
する（ref.しない） 
0.01 n.s. 1.01 0.78 1.32 
適度な運動 
する（ref.しない） 
-0.20 n.s. 0.82 0.63 1.06 
糖尿病 罹患有 
（ref. 罹患無） 
1.21 p<0.01 3.36 2.41 4.67 
高血圧 罹患有 
（ref. 罹患無） 




-0.02 p<0.01 0.99 0.98 0.99 
共同住宅 
（ref.戸建住宅） 
-0.10 n.s. 0.90 0.70 1.17 





表 5 本分析に用いる各説明変数の値 
説明変数一覧 条件 





































境改善に伴う日本社会全体の NEB の結果を示す（図 7）。
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